
【主催】福岡県立少年自然の家「玄海の家」令和５年１０月７日（土）～９日（月）

実践
キャンプ
編

初めの活動は、約２ヵ月ぶりに再
会したみんなと仲間づくりを行いま
した！久しぶりに会った友達と緊張
をしながらも約２時間のレクリエー
ションをとおして絆を深めました！

海の環境保全活動をしている団体の

「くらげれんごう」さんと一緒に、製作活
動で使う材料を拾うため、海浜清掃を行
いました。ごみの種類に興味を持ったり、
流れ着いた経緯まで考えたりすることが
できました！みんなでカラフルな材料を
拾いました！完成が楽しみです！

今回の、SDGｓの目的は６番「安全
な水とトイレを世界中に」です。節水を
するために、1人当たり２Ｌの水のみで、
「シチュー」を作りました！水の制限をさ
れて、とても苦戦しましたが、美味しくで
きました！

タイミングタイム〈参加者の感想を振り返ります〉

• カラフルなプラスチックをたくさん拾えて楽しかっ
たです。

• 水が制限されて水の大切さがわかったような気
がしました。

• 水がなくなりもう少し協力しようと思いました。

• GRIPアクティビティがとても楽しかったです。
• ゲームをしてみんなが明るくなったのでうれ
しかったです。

• たくさんの海ゴミの種類を知ることができま
した。



実践キャンプ

2日目も水を制限されたの中、朝ご飯
はチーズガレット、夜ご飯は麻婆茄子丼
を作りました。１日目、水を使いすぎて
最後にはなくなったという反省を生かし
て、少量の水で準備から片付けまで行
いました。水の大切さについて深く知る
ことができました！

チームで課題を解決するアクティビティ
を行いました！限られた条件の中で仲
間同士協力して解決策を見つけまし
た！たくさんの意見の出し合いで班の
中に新たな絆が生まれました！

１日目に拾った、海ゴミ（材料）をきれ
いに組み合わせ、ペンと水族館、キーホ
ルダーを作りました！より一層海ゴミへ
の関心が高まりました。とても海ゴミで
作ったとは思えない程きれいで、みんな
の製作センスには驚かされました！

タイミングタイム〈参加者の感想を振り返ります〉

• みんな協力して楽しく過ごすことができた
• 水族館は結構かわいくできてうれしかった。
• 海ゴミがキラキラのペンになってすごいと思いま
した。

• 水が足りなくなったが、ほかの班に相談し
少し分けてもらいました。

• 水の使い方を工夫したら、１L余りました。



実践キャンプ

３日目の朝ご飯は洗い物をなくすため、
調理道具を一切使わず、かにかまチー
ズパンを作りました！ロールパンにカニ
カマ、チーズを乗せたものをアルミホイル
に包んで牛乳パックに入れます。牛乳
パックが燃えたあと、中のアルミホイル
を開けてみると中のチーズがトロりと溶
けていて、とてもおいしく焼きあがってい
ました！

１１月２６日に行われる「Genkai Open 
Garden」に向けて準備を行いました。
SDGs協力隊で作ったペン、キーホル
ダー、水族館の値段、当日誰がどのよう
に動くのかなど、大人の力は一切使わ
ずに子どもたちのみで司会進行、決定
まで行いました。本番が楽しみです！み
んなの思いがたくさんの人に届くことを
願っています！

実践キャンプ編で学んだこと〈実践編の感想、完結編に向けての意気込み〉

• 買う人やもらう人のことを考えな
がら作ると楽しかったです。

• 友達と意見を出し合うことの大
切さについて学びました。

• SDGｓについて積極的に学ぶこと
ができました。

• 協力することの大事さがわかり
ました。

• 日本の海の環境問題について
知ることができました。

• 海ゴミを拾うことの大切さについ
て知ることができました。


